
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

紫陽 幸来(しよう ゆき)

ブラックドッグ
ブラックドッグ

UGNエージェントD

19

無知

天涯孤独

恐怖

仲間の死

UGNエージェント

女

32

同行者

4
2
2
0

0
0
0
1

0
0
0
0

4
2
2
1

30
6
6
11
22

1 1
1 33

UGN 2

レールガン
妖刀

射撃
白兵

2r-4
4r-1

-
4

20
10

経験点30/ガード不可/シーン1回/上級p67
経験点20/上級p66

0 0

申し子
“おとうさん”

暁月支部の“家族”たち
“カタストロフ”

純愛
幸福感
感服

悔悟
恐怖
脅威

思い出の一品：“母”のリボン
思い出の一品：“兄”のコート
思い出の一品：“妹”のテディベア
ウェポンケース：“父”の日本刀

8 1

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ:ブラックドッグ

アタックプログラム

アームズリンク

ポルターガイスト

セレリティ

★

0

2

3

4

1

1

★

-

1d10

2

2

2

4

5

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

メジャー

視界

-

-

武器

武器

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

自身

自身

自動

自動

-

対決

対決

自動

自動

-

↓100

-

-

-

100↑

Dロイス

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV(下限値7)

達成値+[LV×2]

ダイス+LV個

シーン間攻撃力+[選択した武器の攻撃力]/武器破壊

メジャー2回行う/終了時HP[10-LV]点失う/シナリオ1回

◯過去
元UGNチルドレン。孤児であったのを元暁月支部のエージェント、「紫陽 睦(しよう むつみ)」に拾われて支部の一員になった。家族に捨てられたことから心を
閉ざしていたが、睦に「支部のみんなのことは家族だと思っていいからね」と言われてから、だんだんと打ち解けていき、家族として大切に思うようになった。
睦のことは“おとうさん”と呼び特に懐いていた。他にも仲が良かったエージェントたちのことを母や兄と呼んだり、後輩のチルドレンは妹のように可愛がってい
た。(支部長のことはバックグラウンド知ってたら多分「おじいちゃん」と呼んでいると思います)
「たくさんの幸せが訪れますように」と名付けられた通りに、暁月支部で過ごす日々はとても暖かくて幸せだった。
──5年前、“厄災”が起こるまでは。
あの時のことは、よく、覚えていない。ただ、倒れていく家族たちと、真っ赤に染まる視界に、頭が真っ白になって、思うように動けなかった。誰かに助けられ
て、気付いた時には──“幸せ”はそこにはなかった。

◯現在
厄災の後、精神的に少し不安定な状態が続いている。精神の安定のため、残された家族たちの形見を身につけている。
みんなを置いて成長するのが怖い。どんどん幸せな思い出から遠ざかってしまう気がするから。肉体的には19歳まで成長しているが精神年齢は意図的に14歳のま
ま止めており、幼く振る舞うようにしている。
側から見たらすごく歪なため派遣先の支部ではいつも距離を置かれている。

◯備考
ハイドランジア→紫陽花の英名。自分と父の苗字にも使われているこの花がとても大好きなのでコードネームにした。紫陽花の花言葉は「家族の結びつき」「家
族団欒」
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